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浪江駅西側地区共創会議会則 

 

（目的） 

第１条 浪江駅西側地区共創会議（以下「共創会議」という。）は、次の各号に掲げるこ

とを目的とする。 

⑴ 浪江駅西側地区におけるまちづくりを通じて、浪江町、町民、民間事業者、団体等

の様々な主体が連携して新たな価値を創造する共創活動（以下「共創活動」とい

う。）により、地域課題の解決、及び浪江駅西側地区の持続可能な発展を実現するた

めの取組みを行こと。 

⑵ 地域の生活環境向上を促進し、共創活動により地域資源を最大限に活用した公民連

携によるまちづくりを実現すること。 

 

（事務局） 

第２条 共創会議の事務局は浪江町市街地整備課に置く。 

 

（会議運営） 

第３条 共創会議は、第 1条の目的を達成するために、次のとおり会議の運営を行う。 

 ⑴ 共創会議は開かれた場とし、会員は自由に入退会できるものとする。 

 ⑵ 総会を年 1回開催するものとする。 

⑶ 総会の下部組織として必要な部会を設置することができるものとする。 

⑷ 町又は町が委託する共創推進アドバイザーが総会及び部会を議長として総括する。 

⑸ 総会は原則公開とし、会員以外の町民等による傍聴を可能とする。 

⑹ 共創会議には必要に応じて専門家、国及び県等の関係機関が参加できるものとす

る。 

⑺ 共創会議内容は事後に会員へ情報共有する。 

⑻ その他の運営上必要な事項は別に定める。 

 

（部会） 

第４条 第 1条の目的を達成するために、次のとおり部会を運営する。 

⑴ 部会は必要の都度開催し、地域活性化や課題解決に向けた具体的なテーマごとによ

り詳細な議論を行う。当面の間、組成する部会は次のとおりとする。 

ア コミュニティ部会 

地域での具体的な事業組成に向けて、生活交流コミュニティ形成、事業共創コミ

ュニティ形成、エリアの運営、学びや成長などに関して意見交換と共創を促進する

部会 

イ 基盤整備部会 

町が進める浪江駅西側地区の基盤整備に係る基本設計や実施設計に関して意見交

換と共創を促進する部会 
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⑵ 部会では、相互に平等な立場で意見を出し合い、原則参加者全体での意思決定を目

指す。 

⑶ 異なる専門性を持つ会員が互いに学び合い、知見を共有する。 

⑷ 部会の成果は定期的に総会で共有し、地域への影響等を評価する。 

⑸ 部会は原則公開とする。ただし、会員間の率直な意見交換を行うために必要な場合

には非公開とする。 

 

（会員） 

第５条 共創会議の会員は、第 1条の目的に賛同するすべての町民をはじめとした個人、

民間事業者、団体、専門家の他、浪江町の関係者、浪江町が必要と判断した者とする。 

２ 前項にかかわらず、暴力団や反社会勢力であるもの、それらに該当しなくなって一定

期間を経過しないものは参加できない。 

３ 共創会議に参加を希望する者は、入会申込書又は WEB申込フォームにより町に申請す

るものとする。 

 

（会員資格の喪失） 

第６条 次の事項に該当する場合は、会員資格を喪失する。 

⑴ 町から求められた資格等の提示について有効な資格が証明されない場合 

⑵ 共創会議の運営に著しく反する行為を行う場合 

 

（会員の責務） 

第７条 各会員は、対話を通じて共通の理解を深め、地域課題の解決に向けて協力し、浪

江駅西側地区のまちづくりの実現に向けて具体的な連携等を図ることが求められる。 

 

（町の責務） 

第８条 町は町民や地域で活動する団体、事業者、学識経験者等の参加を積極的に呼びか

け、多様な意見や視点を反映できるようにする。 

２ 町は、柔軟な運営を行い、各会員が地域のニーズや関心に応じて自由に関与できる環

境を整備する。 

３ 町は、法令や財源の範囲内において、会議の結果を浪江駅西側地区のまちづくりに最

大限反映する。 

 

（知的財産と情報管理） 

第９条 共創会議において、会員相互で知り得た個人情報や機密情報は適切に管理し、外

部への漏洩を防ぐため、知的財産及び情報管理について、次のとおり取り扱う。 

⑴ 他者のアイデアや提案を尊重し、無断流用を禁止する。 

⑵ 会議で共有されたアイデアは、原則として参加者間の共有財産とする。 

⑶ 特許権、著作権等に関わる提案は、事前にその旨を明確にする。 
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⑷ 会員は、自身の発言や提案が他の参加者によって発展的に活用される可能性がある

ことを理解すること。 

 

（事業化等） 

第 10条 参加者は自由にチーム等を組成し、事業化に向けた検討・準備を行うことができ

る。 

２ チームでの活動については、部会活動と並行して独自の検討が可能とする。また、必

要に応じて他の参加者への協力要請や新規メンバーの募集が可能とし、活動状況を共創

会議に共有し、助言や協力を得ることができる。 

３ チームにおいて、決定事項の実現に向けて、各参加者が責任を持って行動する。 

４ 事業の実現可能性を高めるため、町や関係機関との協議を行うことができる。 

 

（その他） 

第 11条 この会則に定めのない事項については別に定める。 

 

附則 

この会則は令和７年４月２日から施行する。 
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入会申込書 

申請者 （名     称） 

年月日   年  月  日 

項目 記入欄 摘要 

住所  任意 

電話番号  任意 

メールアドレス   

共創会議におい

て貢献できる事

項、分野 

  

共創会議におい

て求めるパート

ナー像や求める

技術要素など 

  

浪江駅西側地区

において自分が

担いたい役割 

 開発者、テナン

ト、計画者、設計

者、運営者 

浪江駅西側地区

の具体的な活用

プラン 

 業態、用途、敷地

面積、延べ床面

積、特徴などを記

載してください。

R6 年度に実施した

「浪江駅西側地区

公民連携アイデア

提案募集」に応募

済みの者は記載不

要 
 
 
裏面の第 1 への確約、及び第 2 を承諾します。 
 
                    氏名             
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

申込 WEB フォーム 
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第１（反社会的勢力の排除） 

１ 申請者は、自己または自己の代理人が、次の各号のいずれにも該当しないことを表明

し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約する。 

⑴ 暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなったときから５年を経過しない者、暴力団準

会員、暴力団関係企業、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団

等、その他これらに準ずる者（以下「暴力団員等」という。） 

⑵ 暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 

⑶ 暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 

⑷ 自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目

的をもってするなど、不当に暴力団員等を利用していると認められる関係を有するこ

と 

⑸ 暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしている

と認められる関係を有すること 

⑹ 役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき

関係を有すること 

２ 申請者は、自らまたは第三者を利用して次の各号に該当する行為を行わないことを確

約する。 

⑴ 暴力的な要求行為 

⑵ 法的な責任を超えた不当な要求行為 

⑶ 取引に関して、脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為 

⑷ 風説を流布し、偽計を用いまたは威力を用いて相手方の信用を毀損し、または相手

方の業務を妨害する行為 

⑸ その他前各号に準ずる行為 

 

第２（退会処分） 

１ 浪江町は、申請者が次のいずれかに該当した場合には、何らの催告を要せずして、会

員の資格を停止し、申請者を退会処分とすることができることについて承諾する。 

⑴  第１第１項各号の表明が事実に反することが判明したとき 

⑵  第１第１項各号の確約に反して、同項各号のいずれかに該当したとき 

⑶  第１第２項各号の確約に反して、同項各号のいずれかに該当する行為を行ったとき 

２ 前項の規定により申請者が退会処分に処された場合には、申請者は、浪江町及び他の

会員に対し、自身の退会により生じた損害を賠償しなければならないことを承諾する。 

３ 第１項の規定により退会処分に処された場合には、申請者は、退会処分による損害に

ついて、浪江町や他の会員に対し何らの請求もすることができないことを承諾する。 

以 上  
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自己紹介シート（公表用） 

申請者 （名     称） 

年月日   年  月  日 

 

私の強み、提供できること 他の皆さんにお願いしたいこと、求め

る技術等 

  

連絡先 

連絡窓口 氏名、所属、役職 連絡方法 
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共創会議の対話・共創の基本姿勢 

 

１．全ての参加者は対等な立場で、肩書や立場にとらわれない自由な

意見交換を行う。 

２．参加者は互いを尊重し、建設的な対話を心がける。批判ではな

く、提案や改善案を示すよう努める。 

３．発言の機会は平等とし、以下を遵守する。 

□特定参加者による議論の独占を避ける。 

□他者の発言中の割り込みを控え、最後まで傾聴する。 

４．異なる意見や視点を受け入れる柔軟性を持ち、失敗を恐れず新し

い取り組みに挑戦する。 

５．浪江駅西側地区および浪江町全体の最適化を考え、個人や特定組

織の利害にとらわれない視点を持つ。 
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浪江駅西側地区共創会議に関する Q&A 

 

＜手続き関係＞ 

Ｑ1.1 共創会議には委員委嘱手続きがありますか？ 

共創会議は委員委嘱等の手続きはありません。 

所定様式「入会申込書」をメールまたは WEB フォームによりご提出いただ

くことで誰でも会員となることができ、会議に参加することが可能となります。 

 

Ｑ1.2 入会申込書は会議に参加する個人単位で提出する必要がありますか？ 

個人単位で入会申込書を提出する必要はありません。法人・団体単位で入会

申し込みすれば、当該法人・団体に所属する者は誰でも会議に参加することが

可能です。 

なお、特段の事情により、法人・団体に属しても、個人で入会申し込みする

ことは可能です。（例：新規事業の立ち上げ等により独立を予定している法人

の職員など） 

 

Ｑ1.3 共創会議の参加者について、役職等の指定はありますか？ 

共創会議の参加者について、役職等の指定や制限はありません。したがって、

役職等に関わらず、誰でも参加可能です。 

なお、会議が効果的、かつ、効率的に運営されるよう、各法人・団体におい

て参加者の人選をしていただくように、ご協力をお願いします。 

 

Ｑ1.4 会費の負担はありますか？ 

  参画に当たって入会費、年会費等は発生しません。 

 

＜会議の開催・運営関係＞ 

Ｑ2.1. 会議の開催地は浪江町ですか？ 

浪江町での開催を主とします。 

なお、想定参加者の利便性等を考慮して、仙台市、東京都などでの開催する

ことも検討します。 

 

Ｑ2.2 WEB での会議参加は可能ですか？ 

WEB での会議参加は可能です。 

なお、通信機器設備の制約がある場合、WEB 参加が困難な会議内容の場合

などは、参加方法をリアルのみに制限することがあります。 

令和 7 年 4 月 23 日時点 
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Ｑ2.3 会議開催時以外にも会員同士でコミュニケーションする場やツールの設

定が必要ではないか？ 

Slack にて「浪江駅西側地区共創会議」のワークスペースを設置しました。 

下記の招待リンクからワークスペースに参加してください。 

 

https://join.slack.com/t/w1737071969-cfw212597/shared_invite/zt-

2y9hygdqd-1wpR43DbsJybmRVkHpLG8g 

 

Ｑ2.4 1 法人・団体から共創会議に参加できる人数に制限はありますか？ 

各法人・団体から複数人参加いただくことが可能です。ただし、会場定員の

制限等から、必要に応じて 1 法人・団体からの参加人数を制限させていただく

場合や、参加者登録いただいた後に出席者数を調整させていただく場合があり

ます。 

 

Ｑ2.5 共創会議の参加に要する旅費や人件費について、町で負担してもらえま

すか？ 

町民や町内外事業者などの事業化推進会員については、原則、旅費、人件費

とも各自でご負担ください。 

 会議のために町が招聘した専門家については、町が旅費、謝金を負担するこ

とがあります。 

 

Ｑ2.6 会員同士で打合せや会議を行いたいのですが、浪江町役場の会議室を貸

してもらえますか？ 

共創会議の活動に対しては、浪江町役場や町が管理する施設の会議室や備品

をお貸しします。ただし、空き状況次第なので、希望に沿えないことがありま

す。 

貸出手続き、ルール等は今後定めます。 

 

Ｑ2.7 知的財産と情報管理について、会則の規定では緩すぎるのではないか？ 

当面、会則に基づいて運用し、問題発生が予見された場合や問題が顕在化し

た場合には、守秘義務に関するルール強化を検討します。 

 

Ｑ2.8 入会する場合は 5 月 29 日のキックオフセミナー（キックオフ会議）ま

でに入会しなければいけませんか。 

共創会議はいつでも入退会可能です。したがって、キックオフ会議までに入
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会のご判断が難しい場合は、キックオフ以降の入会でも構いません。 

なお、5 月 29 日のキックオフ会議は全て公開ですが、以降の部会では会員

限定のプログラムが含まれます。会員限定プログラムには開催時点での会員の

みが参加可能です。 

 

Ｑ2.9 入会を検討中の段階でも 5 月 29 日のキックオフセミナー（キックオフ

会議）に申込みできますか？ 

 入会を検討中の段階でも申込み及び参加は可能です。 

 

＜共創会議の内容関係＞ 

Ｑ3.1 共創会議の「共創」の定義は？  

浪江駅西側地区共創会議において、浪江町が目指す共創は、エフレイの立地

や、浪江駅周辺の開発を機に、浪江町に関わる人/企業/団体が多様化・多層化

することが想定されることから、これらの多様な人/企業 /団体が互いの理解

を深める場や機会を積極的に設けながら、新たな出会いや事業の創出を促進す

るもので、多様な主体が参画する有機的で緩やかに連携する共創プラットフォー

ムの形成を目指します。 

 

Ｑ3.2 共創会議においては、浪江駅西側地区以外の取組を話し合うことは可能

ですか？  

共創会議においては、当面、浪江駅西側地区を対象として話し合いを行いま

すが、話し合いの結果、想定される取組の最適地が浪江駅西側地区とならない

こともありうると考えています。 

  想定される取組の最適地が浪江駅西側地区とならない場合の取り扱いにつ

いては、別途、町において、浪江町役場内調整等を行い、方針を整理します。 

最初から浪江駅西側地区以外を対象とした取組をお考えの場合には、別途の

場で話し合いをさせていただきたいので、事前にご相談ください。 

 

Ｑ3.3 浪江駅西側地区におけるエリアマネジメントに取り組む予定は？  

将来的には、浪江駅西側地区においてもエリアマネジメントに取り組みたい

と考えています。 

浪江駅西側地区におけるエリアマネジメントの適否、具体的な運営体制、収

益事業、非収益事業、まちづくりルール制定などについては、共創会議での話

し合い等を通じて検討を深めていきたいと考えています。 

なお、浪江駅周辺整備事業におけるエリアマネジメントの検討状況を踏まえ

つつ、浪江駅周辺整備事業と浪江駅西側地区のエリアマネジメント面での連携
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についても検討していきたいと考えています。 

 

＜事業者選定公募＞ 

Ｑ4.1 浪江駅西側地区の事業者選定方法は？ 

公募により選定します。 

 

Ｑ4.2 浪江駅西側地区事業者選定公募にあたって共創会議参加は加点要素とな

るか？共創会議参加による事業者選定公募上の優遇措置等はあるか？ 

公募の事業者選定評価にあたって、共創会議の参加による加点はなく、特段

の事業者選定公募上の優遇措置はありません。 

 

Ｑ4.3 共創会議参加による浪江駅西側地区事業者選定公募上のメリットは何

か？ 

共創会議に参加するメリットは次のようなことが上げられます。 

 公募条件に関して直接町への意見表明が可能（公募条件に反映されるこ

とがありますが、共創会議で公募条件を決定するのではなく、浪江町が

独自に決定しますので、その点は、誤解ないようにご留意ください。） 

 基盤整備設計に関して直接町への意見表明が可能（設計に反映されるこ

とがありますが、共創会議で設計を決定するのではなく、浪江町が独自

に決定しますので、その点は、誤解ないようにご留意ください。） 

 事業者マッチングの機会 

 当地区で活用可能な補助金等のインセンティブに関する情報提供 

など 

 

Ｑ4.4 浪江駅西側地区事業者選定公募の単位は地区全体一括か、分割されるの

か？分割される場合には募集時期は同時か、段階的か？ 

共創会議の話し合いを踏まえて募集単位を町が決定します。 

現段階の想定としては、浪江駅西側地区を複数の募集単位に分割し、一括で

はなく段階的に公募することを想定しています。 

 

＜浪江駅西側地区整備＞ 

Ｑ5.1 浪江駅西側地区基盤整備事業の事業化見通しはどのような状況か？ 

現在は、事業財源確保に係る国等との協議、地権者や地域住民との対話によ

る合意形成促進、事業の確度を高めるための各種の計画・設計、民間事業の具

体化に向けた共創コミュニティ形成を行っている段階です。 

  浪江町は、R7 年度末の都市計画の都市計画決定、事業認可、用途地域変更
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などの完了を目指して関係機関との協議や地権者や地域住民との合意形成を

進めています。 

 

Ｑ5.2 浪江駅西側地区の基盤整備手法は？ 

  浪江町は、基盤整備手法を一団地の復興再生拠点市街地形成施設と想定し、

関係機関と協議しています。 

 

Ｑ5.3 浪江駅西側地区整備の事業スキームは？ 

  浪江町が整備した敷地を民間事業者等に賃貸し、民間事業者等が借地敷地

に建物建設、施設整備し、施設を運営する方法を想定しています。 

町が土地を賃貸する事業者は、公募によって決定します。建物建設・施設整

備は、町の事業ではなく、民間事業として実施していただくことを想定してい

ます。 

 

Q5.4 浪江駅西側地区における民間事業に対して浪江町から民間へどのような

支援があるのか？ 

  国の補助金、イノベ構想対象事業に対する福島県の支援、浪江町の独自の支

援などがあります。別紙の「国県町の支援措置」をご参照ください。 

 

＜エフレイ関係＞ 

Ｑ6.1 エフレイ立地に伴う波及効果は？ 

  「国際教育研究拠点に関する最終とりまとめ－福島浜通り地域の復興・創生

を目指して－」（令和２年６月８日福島浜通り地域の国際教育研究拠点に関す

る有識者会議）において、以下のとおり試算されています。 
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